
学習指導法：S-01

ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。

東北大学高度教養教育・学生支援機構

　今、長年にわたって変わりそうで変わらなかった高等教育と産業界の関係が、ようやく変革に向けて動き出しています。中央教育審
議会の「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」は、産業界との協力・連携に触れるなかで、産学共同による人材育成が
大学教育改革の推進力の一つとなることへの期待感を示しました。
　産学連携教育の推進によって、学生がインターンシップで実社会を経験しながら、社会と結合した大学での学びに注力することが卒業
後の活躍につながる社会、リカレント教育など職業人となっても学び続け、チャレンジし続ける時代が、ようやく到来しつつあると言え
ましょう。
　本シンポジウムでは、文部科学省の担当官、経済界においてインターンシップ等を通じて高等教育との協力に取り組んでこられた方、
社会の求める大学教育をライフワークとしてこられた有識者を講師としてお招きし、産業界と大学等が対等・互恵の連携により、日本の
未来を切り拓く産学共同人材育成システムの構築に向けた展望を語り合います。

シンポジウム

日本の未来を切り拓く
産学循環型人材育成システム

2019年 3月 15日 [金 ]13:30-17:00 

カンファレンスブランチ銀座（東京都中央区銀座3丁目7-3 銀座オーミビル3F）
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インターンシップやリカレント教育で
　　　　　　　　　　チャレンジし続ける時代の到来


